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影響を受けた地区の総数：87
（10州の35地区がLWE（左翼過激
派）反乱によって、4州の34地区が
北東部の反乱によって、J&K（ジャ
ンムー・カシミール）の18地区が
過激派によって影響を受けていま
す）

部族間抗争



インドにおける主要な紛争による影響

○2001年、インド全土の主要な武力紛争に

より、 5,504人の死亡者が確認されました。

○2021年〜2025年の推移

死亡者数は
2021年：585人
2022年：415人
2023年：460人
2024年：629人
2025年：153人（2月23日時点）



主な地域別の死亡者数の分布

左翼過激派による被害

北東部 非戦闘地域におけるイスラ
ム主義者による被害

ジャンム・カシミール州



主要都市におけるテロの脅威

2008年11月26日：ムンバイ襲撃、175人死亡（外国人26人）

2010年2月13日：プネー、民間人16人（外国人3人）死亡

2011年7月13日：ムンバイ、民間人19人死亡

2011年9月9日：デリー、民間人9人死亡

2013年2月21日：ハイデラバード、民間人17人死亡

2013年10月27日：パトナ、民間人8人死亡

2013年12月26日：ジャルパイグリ、民間人5人死亡

現状、インドの主要都市にて脅威は確認されていない。
一方で、潜在的な脅威及び過激化による陰謀も依然として存在して
いる。



外国人を標的としたテロ
Date Incident

October 9, 1991 ルーマニアの臨時代理大使Lividu RaduがDelhiのJor Baghの
自宅から誘拐され、49日後に解放された。

September 29-

October 20, 

1994

1994年9月29日から10月20日の間に、Harkat-ul-Ansarの指導
者Ahmed Omar Saeed Sheikhにより、Delhiで4人の外国人観
光客が誘拐された。全員が警察により無事救出された。

July 4-8, 1995 AnantnagのPahalgamのLiddarwat地域でのトレッキング遠征
中に、Harkat-ul-Ansarの前線であるAl-Faranによって6人の西
洋人観光客が誘拐されました。
1995年8月13日、ノルウェーのHans Christian Ostroが斬首さ
れた。アメリカ人John Childsは8月17日に逃げ出すことがで
きたが、残りの遺体は見つからなかった。

April 19, 2000 Karbi国民義勇軍の武装勢力がAssam州Karbi Anglongでネ
パール人11人を殺害。 

December 21, 

2000

Assam州下部で、Bodoland国民民主戦線のテロリストによっ
て16人の民間人（うち10人はブータン人）が殺害された。

July 31, 2001 Kokrajhar地区のインド・ブータン国境沿いのDadgiriで、
Bodoland国民民主戦線のテロリストによってブータン人6人
（うち5人は森林官）が殺害された。

February 13, 

2012

イスラエル大使館の職員Tal Yehoshua Koren（イスラエル防

衛駐在官の妻）が、車に取り付けられた爆弾が爆発した際

に負傷。運転手と2人の地元住民も負傷した。

March 14, 2012 Maoistsにより、観光客のClaudio ColangeloとガイドのPaolo 

Bosuscoの2人のイタリア人が、Odisha州Kandhamal地区の
Daringbadi地域の森から誘拐された。3月25日、Maoistsは
Claudio Colangeloを解放。4月12日、Paolo Bosuscoが解放さ
れた。



地域社会における被害

Source: UMHA

死者数

事件数



外国人に関する犯罪

○外国人に対する犯罪

2022年：192件（28％増加）

2021年：150件

2022年：窃盗（34件）および強姦（28件）

○外国人による犯罪

2022年：2100件（18.8％減少）

2021年：2585件

2022年：外国人法および外国人登録法（1,022件）

NDPS法（410件）

Source: NCRB, Crime in India 2023



脅威に対する予防策

➢予防を通じて自己防衛を図る

➢適切な注意を払うこと 

➢リスクのある地域の回避 

➢文化的感受性の理解 

➢紛争と政治文化の理解 

➢プロジェクト、場所、活動の総合的な

安全評価 脅威の緩和
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